
香りが学習環境に及ぼす影響に関する研究

（その 5）噴霧された精油が学習効率に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

香り　精油　学習効率　

エスペラント語　成績補正　暗記保持率　
1. はじめに

　現代社会において、少子高齢化に伴う人口減少により

働き手の不足が深刻化している。そこで本研究は、香り

に着目して知的生産性の向上及び学習空間における香り

の導入可能性を探ることを目的とする。

　前報 1)
ではパネル実験により、香りが主観評価に及ぼ

す影響について示した。本報では、学習効率テストの結

果より香りが学習効率に及ぼす影響について考察を行

う。また、主観評価との関係性についても検討する。

2. 学習効率に関する実験概要

　実験手法については前報 1)
に示す通りである。外国語

の学習課題において、個人の能力差の影響を少なくする

ためにパネルは本学外国語学部生を採用し、適切な報酬

を支払った。実験への意欲的な参加を促すために、実験

開始時に成績の上位 1 割には賞品がある旨を伝えた。

　香りは既往研究 2)
により、嗜好度の異なるローズマ

リー、レモン、ペパーミントの精油を用いた。また、比

較のために水噴霧を行う香り無し条件においても実験を

行った。各噴霧条件と参加人数を表 1 に示す。

　実験タイムスケジュールを図 1 に示す。パネルに対し

てテスト ( 以下、初回テスト ) を行った 3 週間後に、香

り環境における暗記効率と記憶定着に関する影響を調べ

るために同じ香り条件で再テストを行った。再テストを

行った後、初回テスト成績の基準化を図るために全パネ

ルに対して香りの噴霧を行わない状態で初回テスト同様

の課題及びテスト（以下、基準テスト）を行った。基準

テストでは噴霧した香りの影響を防ぐために、実験の途

中で自習室から会議室へ移動させた。使用した自習室及

び会議室の平面図を図 2、図 3 に示す。

　学習効率の評価として、既往研究 3)
を参考に読書課題

と単語暗記課題の 2 種類の課題を用いた。

2.1 初回テスト

　読書課題については、制限時間内に読み切れない量の

書籍の一部を配布し 20 分間読ませた後、読んだ内容に

関する理解度テスト ( 計 14 問 ) を行った。偶然による

正解を防ぐために、5 つの選択肢のうち 2 つを回答させ、

完答時のみを正解とした。また、作業終了時までの読了

文字数を記録した。

　単語暗記課題については、全員が判読できるアルファ

ベットで表記され、学習経験がほとんどないと予想され

るエスペラント語を採用した。20 分間暗記を行った後

に、単語の和訳テスト ( 全 69 単語 ) を行った。実験後

に課題を用いた言語が何であるかをアンケートで尋ね、

エスペラント語を知っていたパネルは、テストの成績が

高かったため解析から除外した。

2.2 再テスト

　再テストの実施を事前に知らせず、初回テストと同内

容のテストのみを行った。初回テストの正答率に対する

再テストの正答率の割合を暗記保持率として評価した。

2.3 基準テスト

　読書課題については、初回テストと同様の書籍の異な

る部分を提示して、15 分間読書をさせた後、内容に対

する理解度テスト ( 計 10 問 ) を行った。単語暗記テス

トに関しても 15 分間で暗記した後、和訳の書き取りテ

スト ( 全 77 単語 ) を行った。

3. 成績の補正

　個人の能力による影響を考慮するために、基準テスト

の結果を用いて補正した。

　基準テストでは、全パネルが同じ香り無し条件で行っ

ていたが平均値に差が見られた。式 1 により各条件の初

回テストにおける平均値の補正を行った。
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表 1 実験条件

図 2 自習室平面図 図 3 会議室平面図

図 1 実験タイムスケジュール
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ya’ = ya× x
xa

ya’: 補正後の a 群の平均値 ya : a 群の初回テストの平均値

xa: a 群の基準テストの平均値 x : 全パネルの基準テストの平均値

σxa σya

yai’ = (yaiー ya)×
yai’ yai

σxa＋ya’σya
: 補正後の a 群のパネル i の成績 : a 群のパネル i の初回テストの成績

: a 群の基準テストの標準偏差 : a 群の初回テストの標準偏差
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　初回テストと基準テストの難易度の違いにより、テス

ト成績のばらつきに差が見られた。これを考慮するため

に式 2 によりパネルごとの成績の補正を行った。

4. テスト結果及び考察

　初回テストと再テストの読了文字数、内容理解度テス

ト及び単語テストの正答率を図 4 ～ 6 に示す。また、再

テストは基準テストにより補正できないため、未補正の

成績を用いて比較する。

　補正後の結果において、香り無し条件と香りがある条

件との t 検定で有意差は見られなかった。ペパーミント

では読了文字数の平均が多く、内容理解度テストの正答

率が香り無し条件と同程度だった。香り無し条件に比べ

て、同程度の理解度で多く読めた可能性が考えられる。

単語テストの平均値は香りのある方が高かった。

　暗記保持率を図 7 に示す。内容理解度テストでは香り

無し条件が高かった。単語テストではレモンが高かった

が有意差は見られなかった。学習空間において香りがあ

る方が、より多く単語を暗記することができ、暗記の保

持も高い可能性があると考えられる。

　レモン条件における内容理解度テストの正答率と快・

不快度の関係を図 8 に、ペパーミント条件の読了文字数

と快・不快度の関係を図 9 に示す。図 8 の通り、快と感

じるほど正答率が高くなった。それに対して、ペパーミ

ントの読了文字数においては快と感じるほど読了文字数

が減少した。不快だと感じる香りでも成績が上がる可能

性があると考えられる。

5. 結論

　本研究では、学生に対してパネル実験を実施し、嗜好

度の異なる香りが心理評価や学習効率に及ぼす影響につ

いての結果及び検討を行った。学習効率のテストでは、

個人差の影響を考慮するために、基準テストを行うこと

で成績の補正を検討した。この補正は、今後の研究にお

いても十分に活用できる可能性があると考えられる。

　また、読了文字数では香りの有無で差は見られなかっ

たものの、単語テストでは香りのある方が正答率が高

く、レモン、ペパーミントについては暗記保持の向上が

見られた。その背景には、主観評価が深く関わっている

と考えられ、快適なほど内容理解度テストの正答率は高

く、ペパーミントでは不快なほど読了文字数が多いとい

うような興味深い結果が得られた。
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